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旧約聖書のエクフォネティック記号について

ユダヤ音楽研究皿

水　　　野　　　信　　　男＊

Nobuo　MIzUN0：On　the　Ecphonet1c　Notat1on　of　the　B1b1e

　　　　－Stud．ies　in　Jewish　Music（III）一

　A彊STRACT　The01d　Testa血ent1n　Hebrew　has肋‘α榊伽，the　ecphonet1c　s1gns　The

s旭bエect　treated－m　th1s　paper1s‘on　the㎜us1ca1express1on　the　s1gns　carry’　How　the

O1d　Testam－ent　was　rec1ted　or　smg　m　the　ear1y　synagogue1s　mknown　We　suppose

1t　ch1ef1y　from－the　way　Jews　do　tod．ay　through　the1r　ora1trad1t1o皿If　we　tum　to　pursue

1t缶o＝m　the　descr1pt1ve，howeyer，材肋z㈱seem　to　ho1d．one　of　the　keys　for　the　e1uc1－

dat1on　of　lt

　ヘブライ語の旧約聖書には，肋‘㈱伽1）とよばれるエクフォネティック記号がつけられて

いる。本論文では，この記号のもつ音楽的表現の問題があつかわれる。古代のシナゴーグで，

聖書がいかに朗唱され，あるいはうたわれていたかは，うたいつがれてきたユダヤ民族の現代

のシナコーク音楽から類推する以外には知るよしもないが，もし記述的なものから推測するこ

とができるとすれば，肋‘舳伽は，その数少ない手がかり1つだと思われるのである。2）

I　エクフォネティック記号の起源と歴史的発展3）

　エクフォネティック記号は，どんな［的をもっておこり，またどのように発展したのだろう

か　　。

一、固馳蛆唖（F董皿g㊥r）S童g蛆

　B1bIe　cant111at1onのイントネーションは，一般に，人びとの口と耳を通してヲ記憶をたよ

りに伝えられ下苧た・しかしながら・二のイントネーションの保存法についての試みは，はや

くからおこなわれていた。このことは。ユダヤ人に限らず，インド人，ギリシァ人などの古代

民族にみられる。4）

　イデルゾーンによれぱ，5）ユダヤ人も含め，古代の人びとの最初のイントネーシヨン組織

は。1．rise（上行），2．fau（下行），3．cur▽es（カーブ）だった。これらは，モティーフをう

たう場合の声の抑揚であり，これらのしるしは，手（指）の動きからおこったものである。そ
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れは。つきの歴史的事実から証明される。

　（1）タルムート6）に・西歴1世紀のパレスティナとバヒロニアのfmger－mot1onの習憤に

ついての記述がある。

（ii）パレスティナのprecentorは，11世紀，フランスやドイ・ツを訪問した際，finger－sign

を使用した。

（iii）イエメン系ユダヤ人などのあいだで現在もおこなわれている。7）

lfmger－S1gnと指の動き

肋榊　　・…nd・・g

肋α　　d・…nd五ng

吻財　　・p・・ght（…t・m・d）

表1　タルムート時代のhand－s1gn

b・ginning μゐ肋 αω肋3 5加3肋 肋6物α

ha1f．・top 5η鮒拓α 6伽㈱ル” 肋げ α油伽ん．

end　of　the▽erse 肋〃α肋 g他挑 肋肋 ガ
（Hindus） （Greeks） （Armenians） （Jews）

　　　　（肋舳＝・…ndmg，励励＝…tmgh・1f一・t・p，砂＝・・n・1u…n）

　表1のhand－s1gnのなかでは，beglm1ng＝肋伽α8）二ascend1ngとなっている。筆者は，

「うたいだしは，モティーフの旋律線が上昇する」ということを意味しているのではないかと

考えてみたが，イデルゾーンのH扮挑かoブ5肋肋Zづ36んκ雌Zo6伽30尻励z，肋〃∬にあるBib1e

cant111at1ong）のイントネーションを調べたかぎりでは，この考えは成り立たなかった。おそ

らく，手をあげることによって，うたいだすことの合図としたのであろう。なお，後代の記号

肋伽α「r」は，　般にモティーフの旋律型を表わしている。ユO）

2，W里搬鋤S董馴

記述的な試みは，まず，hand－s1gnの視覚的模倣からはじまったように思われる。

　／　ク郷肋0またはκ肋鮒

　＼　カゲんα　またはg閉切3

　〈11）α挽伽んまたは6伽㈱∫Z鮒　（1と＼の結合）

この後，さらにくわしく記すために，点r1」が用いられるようになった。

ユ□フラテス川とナイル川にはさまれた地域でフ紀元後1千年のあいだに，朗唱風の歌のア
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クセントの綿密に完成されたシステムが成立した。もっとも重要で代表的なシステムは，シリ

アーキリスト教（6世紀～），ビザンティン（8世紀～），ユダヤ（6～9世紀）である。3つ

とも初歩的な口頭の方法から次第に発展したものである。これらの相互関係，他のシステムの

直接の借用などについては，今日まだ十分実証されてはいない。

　このうち，ユダヤのエクフォネティック1システムはタ旧約聖書textの完結事業の1部で

あって，それは，バビロニアとイスラエル12）のマソラ学者13）によってつくられた。14）イス

ラエルのものは，語の上中下に点をもっている。一方，バビロニアのそれは，アクセント名の

頭文字を語の上にもっている・この両青の記号のシステムは・9世紀初頭以後・ティベリァス

Tiberiasの学派で完成され，10世紀までには旧約聖書に適用された。最初の完成者はA（h）a卜

on（ben　Moscheh）ben　Ascher15）である。16）

　したがって，エクフォネティック記号がたとえB1b1e　cantl11at1onの音楽的意味をわれわれ

に教えうるとしても，それは9～10世紀ごろの様式であり，古代の伝統その≡ままを伝えている

のではないことが，明確に認識されるべきであろう。

　また，エクフォネティック記号は，あくまでそれまでの伝統的なうたい方に沿ってあとから

適用されたものである。ゆえに夕以下の引用譜も，エクフォネティック記号にしたがったうた

い方というより，各共同体でうたいつがれてきた伝統的うたい方なのである。エクフォネティ

ヅク記号があってもなくても，うたい方自体は変わるわけではない。事実，rアクセント記号

つき聖書を儀式の公けの朗唱に用いることは許されず，この場合はオリジナルのScro11がも

っぱら使用された」。17）したがってわれわれの分析研究は，「うたい方→法則化（エクフ才ネ

ティック記号）」という遇程を逆にたどるものだ，ということをもまたはっきりさせておく必

要がある。

3．旧約聖醤のエクフォネチィック記号

（1）里クフォネティック記号⑳体系

　旧約聖書に用いられたエクフォネティック記号の体系は，つぎの2つに分けられる。18）

　　（i）21の書19）のためのエクフォネティック記号体系（記号30）

　　（11）詩篇，蔵言，ヨフ記のためのエクフォネティック記号体系（記号12）

　第1の体系が30もの記号をもつのは121という種々の文章形式に合わせる必要から，音楽自勺

解釈も多くなったためである。他方，第2の体系は12の記号をもっているにすぎないが，これ

も文章上の形式から説明できる。すなわち，この3つの書の文章は，短い2部分構成にもとづ

いているのである。20）

ティベリアン1システムT1berian　syste1mには茅1ギリシァの要素（抑030励α　韻律学，

2世紀以来）。2。ヒザンティン、アルメニアの要素（neum．es－system）と共通する面が発見され
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乱　このようにいろいろな民族に共通したエクフォネティック記号について，E．ウェルナー

は，「それが，古代ギリシァの韻律のアクセントなのか，あるいは，もっと以前のバビロニァ

文化のものなのか，まだ明らかではない」21）とのべたのち，つぎのような推測的な表をのせ

ている（表2）。

表2　CommonUra㏄ents22）

　ヘブライ　　　シリア・アクセント
第1アクセント　　　　↓
　　　↓　　　　　アルメニァ・ネウマ
第2アクセント
　　　↓
第3（Tiberi詠n）

アクセント

　　　ビザンテイン　　　　ローマ原始ネウマ
エクフォネティック・　　　　　　↓
アクセント　　　　　　　　ローマ記譜法
　　　　　↓
申期ビザンティン。ネウマ
　　　　　↓
コンスタンティノープル
　　　　記譜法

　表2では，ビザンティンのエクフォネティック記号はコンスタンティノープルの記譜法に発

展したにとどまっているが，イデルゾーンは，rビザンティ、ン・システムはラテン教会に採用

され，（グイド・ダレッツォGuido　d’Arezzo　g95．1050によって）音程のある記譜法へとじ

ょじょに発展した」23）とのべ，ビザンティン→ローマの関係を示唆している。

　なお，Eウェルナーは，Gブo閉’∫Dκ肋舳ブツq戸ル肋舳，24）D螂吻3淡ωκ尾（肋比），25）お

よび丁加肋伽∂扮”9θ26）の各書で，ヘブライのエクフォネティック記号とともに，ビザン

ティン（ギリシァ）のエクフォネティック記号などを並記している。さらにr死海の書』研究27）

のなかでも，r死海の書』の欄外にくりかえし書かれた記号（とくに5種類のもの）について，

それがmus1ca1notat1onかどうか，またその記号が最初から書かれたものか，あるいはあと

から書きこまれたものか，などの問題，そしてさらにその記号のもつ普遍性について考察して

いる。かれは，慎重に疑問点を指摘しながらも，それらの記号がヒザンティンのK0物肋28）

記譜法に以ていることを，実例をあげて示している。

　ヘブライのエクフォネティック・システムは，9世紀でその発展をやめ，（その後いくぷん

つけ加えられたとしても）29）固定化してしまった。

　表3は，イデルゾーンの山ω肋肋ωた加伽珊㎏0ブ｛ωZ1）舳Z0ψ脇励第70頁にあるエクフ

ォテネィック記号とその分類表である。30）これはもっとも古い資料によるもの，としてある

が，その資料が何であるか明らかではない。注には，白著“H伽刎肋畑oブヅ参照のこと，と

ある。また，各記号の意味は抽象的なものも多く，実際にどのような演秦をするのか，イデル

ソーンはのべていない。表中のd1SjmCtWe，COnjunCt1∀eの区別は，ギリシァ1ヒザンティン

1アクセントにおける区別と同様である。31）
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表3　ヘブライのエクフォネティック記号一覧

A．P工sJUNcTxvEs

τ。0T0η0わ

　　Fig・・・…d帥m・・：

　　　一・Z〃左ト・・厚・1－S・鮒・…

　　　　奮地伽一Sq・鵬

　　　　・丁伽一Hα・d拙ψh
　　　　・κ〃解炉一Preced駈

ILσ加0κ0差3

　　F1g・・・…d鵬鵬・：

　　　　《yβ肋泌一S胸ying

　　　　《勘加κゐ肋一Re搬r

u乙～抑榊．ケーDテsj岬ctivトrest・r

潔τ66紅一Brok㎝

目8〃μ雇一Cessatio血

魯3oグタ刎μ冶一Perio也

11Z磁5プーR盈ising

HI．P彬μ解ρ肋3

　　　亙ig岨・…d・・鵬1

　　　　岬p鰍F脳・p㈱・d　バn1・加一P1・・珪εd
　　　　　”丁榊（星榊脇）一E・p・1・i・・

　　　OH批r由te：
　　　　　　　　　　　　　8伽ん加脇み一Chain
　　　　　　　　　　　　垂

　　　　　　　　　　遍、C0NJUNcTw鵬

列g・㈱・・a・獅・S：

　　も跳・プ鮒概ゐ吻励R飾・・εdh・m

　　パ加プ卯脇鰍み一R・銚i・gh・m

　睡地必一Ro・・a　　　　蕊疵僻一S卿s
　　。〃鮒拙一L帥g曲・鮒

　（2）　エタフォネチィッタ記号と晋楽の関係

　　誌薦りψルヤのエクフォネティック記号について　　32）

　エクフォネティック記号と音楽の関係の考察には，2つの方法がある。すなわち，a．機能

を同じくするエクフォネティック記号の，音楽との関係，b．類似した音楽の，エクフォネテ

ィック記号との関係であり，aとbの方法は，いわば逆の関係にある。

　　甑　同じ機能のエクフォ不ティック記号から，その音楽的関係を調べる。

　ハレルヤを伴う詩篇には，ハレルヤの詩句を冒頭にもつもの（the　openmg　Ha11e1uJah）と，
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最後にもつもの（the　c1os1ng　Hauelu〕ah）とがある。33）前者はrハレルヤ」の詩旬につねに記

号Z昭α㈱幽（disj．a㏄ent）n」をもち，そのあとに1～2のコンジャンクト・アクセント記

号・つついて’α肋肋（ha1f－stopの記号一d1sJ．accent　r〈」）を伴う（例外：Ps14634））。こ

れは・「ハレルヤ」をそれにつつく語から切りはなすことになる。後者（c1osmg　Ha11e1ujah）

では・最後の詩旬「ハレルヤ」の5〃〃q（fu11－stopの記号r：I」）の前に一様にGブ肋地肋’

（d1S〕aCCent「1」）が先行する。35）

　このように，記号1θgα㈱θんrr」とG閉¢地肋’rl」はどちらもディスジャンクティヴ

であり・そこで歌が中断されることを意味する。rハレルヤ」という詩句が他から離してうた

われる・のである。これは，ソロがおわりコーラスがはじまる，またはその逆の，いわゆるrθ一

砂㈱0rづ㈱の記譜法に類似している。36）

　イブン㊥バルァームIbn　Ba1‘aam（11世紀）によれば，G榊玄R砺α’は，音階のなかの高音の持続を

　もった旋律を表わす。これが最後のrハレルヤ」に先行するため，rハレルヤ」は下行する（Ex．1）。37）

　　　　　　　　　Ex．1

　　　　　　　　　　細地焔欄VH・脇愉㍗ノ、
　　　　　　　盈．

　　　　　　　　　　J鮒な局地必卯亡餉雇　　　　　　　・　　　　　　、

　　　　　　　捗．

　　b．類似した音楽の聖詩詠唱から，そのアクセント，記譜法との関連を調べる。

　Ex2は異なったPsa1modyでありながら，共通の旋律をもったものの例である。この譜

例では，旋律の中間で3度下行（aの例では4度下行）して半終止する。ここには共通して

’α肋んr〈」がある。旋律の最後は，9一∫一θ一∂と4度下行して完全終止する。ここには共

通して3”幽「1』」がある。

　　　　　Ex．238）

　　　　㍉P則正胴〃岳uf1脳伽ξ碓J餉籔

　　　　　　J　　　　　㌧　　　　　　　代　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　・ノ

帖〃卯助

b一’
　　　　糀傲ρ溢棚叩庇抄噌　外瞥炉伽地・ツ鼻・か滋伽・呼咋8㌣1

C　．

㎞直5二1・2貼あ㎞な

か卯・納鵬・脆・ポー竿寧伽断ソ磁帥盈’午腎・
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　さらに、Eム2のうち，a，bは，全く同じエクフォネティック記号をもっていることがわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4かる。すなわち，Ps．29の表題（”男一刎0ブZ’一∂伽切∂）を除くと，39）Ex．3のようになる。40）

　　　Ex．3

舶鰯鵬蘭棚◎艀雪、亙叫；L

鉦8

跳呼・概押鯛喫ψ労Yヤ鵬タや

細鰍帥磁⑪皿・舷理｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳〆

・妙・噌呼紗ヅ脇11童k噌咋墨

1皿　エクフォネティック記号の分析

　　　　エクフォネティック記号と案際のイントネーションとの関係　　（比較譜による観察）

i、同一共同体のなかで

　まず，エクフォネティック記号が，現行のcant1nat1onにおいて，どの程度イントネーショ

ンとの関連を保っているか，という問題を＜サムエル記第1＞第1章第1～3節（E見4）につ

いて分析してみよう。41）なお，これは，セファルディム　（エジプトおよびパレスティナ）の

例である。

　　Ex．4

Sa血ue1工1勢1＿3

　　　　　　　　　　鶴り馴篇鞍

見亙逓麺鼠亙轡sA盟U孤L亙魯、
c　A　P　U　T工魯鵠

鳴酔明騨梯自騨噸師箏粋喰嚇畑錘

料鞭糊口贈蜘柚岬喰1繋噸和喰栖舜話
噌晦帥騨弓沖口蛾喰簿寧昨帯卵灘
　　　　　湘曲醐噛飾漸馬蝿門句鋤鰯楓搬竃翻失
　　　　　　　岬　　ザ　　　v　o；5　　万・“　　　’；万　　’・　事・　4　・　　　貫事　・



70 7~ ~p ~f ~} 

~ '~'T'.,v)'-:/~)~~F:"~~~~ (Ex. 5) ~;e~, ~ ~f. ~ ~r~)J: 5 Ic. 

lc~:~ ~t~~:~5~~t~ c~v~;~. (L-~1,c~. ~~~ ~~~'--･'-'*~:c~~~>~~E~~~< ~)~, 

~: c'~*"a5 ~. 

* ~ 7 ~ ~ ~ rf y ~~'~'-'---~~~~)~:~~ ~~~ 

~~~~:~ (~E~~~:) ICA-._~~b~t;~t*-~~~)~~f 

Ex. 5 42) 

Sephardic(Egypt and Pale.stine') 

Samuel 1 1, 1-3 ~~~~~)t~;' 

r~ /P f 3 ~ 

Sepbar(~(E.gyptbn u. Pal~stina) 

J
 

Wa j-hi 

r¥ H
 

'~ e _ had Is 

, . -
min haLra_ma_ta j im 

~ z3 

s6_fim me_har 

~ 

e,f _ 

ra _ jim 

~
 

u~_ m6 

J
 

el_qa_ na 

c r 
We, _16 

> 

b~n j~- r6 _ ~am b~n 

be,n t6 _ hu 

~
 

be, n ~uf e, f_ ra_ ~i 

A
 

~~e, _ te 

r 

na~;Im .S em 

/~~ 
a 

~e, _ Ii _ hu 

r
 

a_h. a~ h.an_na 

J
 ~ 

w~_ ~em ha'~i'x ~e_ ni~ 

I
 

pe,_nl_na, waj-hi lif: ni_ na 

r L 

j~e, _ Ia-d_im 

r
 

u_ 1~_han_na 
,. 

L;~ 

en 

je, _ Ia_ dim. We 'a_ Ia 

~
 

haiS ha_hu 

L
 

mo_ l 

l~e,_his~;_t.a_h. ~_w6t w~e,_liz' 

L
 

_ bo _ ah. la_d6 _ naj 

r 

se ~a _ 6~ 

r6 mij-ja _mim ja mi _ ma 
. 

b~-~il_lo, 

J
 

we~, _ ~am 

s
 

c
 

~~e, _no b~e, Ino 'e _ Ii h. o, f _ ni u _ fin _ha8 k^o_h~ nirrl 
,~: 

la_ d_~ _ naj , 



7~ ~~ /~ ~: 

c~)~Oec~~~tL;~:~~7~~･:~4 y ~~E?~*e~ ~~~I~~l5~~~:~~);~ (i~4) 43) 

~~~ 4<H~A ~:)v~'-'-･'~'"~~ I >~~ I ~:~~ I - 3 ~i~):c ~ 7 ~ ~･ :~ 4 ~y ~*-',-･~E~=-~~ 

71 

-
-
'
~
 
1
~
1
l
~
 
E
 
(
~
j
~
~
~
)
 
P
R
 

~
:
 
~
~
 

~
E
 
~
~
 
(
~
f
~
4
 
~
E
~
!
~
:
)
 
'
~
 

=--.E~~(z)~~~F -.'~'-"-~~~q)~~~~ 

D_i s j unc tive C_onjunctive Tonal value Time value Dynamic value 

l
 )~!G~ ~, ! asa Pluc e D

 ynaml c 

a ma 
r ~

 

Prece e:r onal 

l
 l a ~

1
 

r
 

Han - rea ona 

5
 

Tebir L
:
 

ro en o na :
)
 

)
 

L
 

lpc a 

ofar M:unach 
L es Ing orn C

 J 

l~ nac a es er 
A 

Ime 

H
 

l
 H

 

Pazer Isperse ynami c 

z 
s
:
 

arga eps 

L
 

J
 

aqe qa an 1) or Ole veV. ored' 

l l 5
 

i I I uk 
l
 

essa ion i
 

onal 

12 Ye i b 
> <

 

ayi ng D
 ime 

l ~ 5
 of Pasuk 

Zak6f 

Period Rai s i n 
D
 
D
 

Tonal Time 

l 4 
rr 

l
 rr 

Tarsa ( gere shi n ) Expul s i o n D
 Dynami c 

15, . l
 ~

 
Rebia Sql4are D

 onal 



7芝　　　　　　　　　　　旧約聖書のエクフォネティック記号について

Ex．6は，Ex．5にみられる種々のモティーフを同じエクフォネティック記号ごとにまと

めたものである。

Ex．6

臥　　　　　　　　　　　　ノg

1く

卜3、

2r

3「

4し

6L

卜〕r

ト）、

7〈

8卜

N）、

9Z

ユO」

ユユ1
㌧

1・孝蕃韮華
（3r

ユ3．：

ユ4戸

；L51
　　　　　　　　　！



水　野　信　男 73

　この分析によれば，1つのcant111at1onのなかでは，記号とモティーフはかなり密接な関係

をもっていることがわかる。（とくに，第4，7，10，11，12，13の記号とモティーフは，は

っきりこのことをうらつけている。）しかし，一面，第5　（般に上行的モティーフ），第6

（＼／型）のように記号とモティーフの連関をあまり明確に示さないもの，第2，第9のよう

に，ほとんど関係をもっていないものなどもある。第8，第14は，第1と同じモティーフでう

たわれている。第7（＾）44）はαで終止し，休止符（ヲ）を伴い半終止の役目を果している

のに対して，第11（1）45）は各節のおわりにあり，θで終止し，完全終止の役目を果してい

　　　　　　　　　　　　　　　　I　　．　　　l　　l　　　　　lる。　（なお，このcant111痂onの旋法は　ト伽一9一α十トトo一∂の2つのテトラコル

トによる7音音階であり，クレコリアン旋法のヒポトリアに相当する。）46）

　これまで・同一曲内のエクフォネティック記号を観察したわけであるが，ついで，同一共同

体のなかの異なったCant111at1Onにおいて，同じ記号が相互に共通性をもっているかどうかが

間題となる・Ex7は，セファルティム（アムステルタム）のもので47），＜創世記＞第48章第15

～16節（＝a）と＜出エジプト記＞第12章第21～23節（＝b）の共通手クフ才ネティック記号

にみられるモティーフの比較譜cある。

　　Ex．7

　　　　　　し　　ソ　　ベ　　。二　　　1＞へ1、
包

b

L ～　　　　　　　　　　．㌧

a

r3『

b

Ex・7ではヌ7つの記号（J，A，＞，：，」勇◎o㌻∴）が，互に近似した型のモティーフをも

っている。のこる3つの記号（し，ビ，L）のモティーフは，互に似ていない。

2、異なった共同体相亙のあいだで

　1では同一共同体のなかでのエクフォネティック記号を調べた、ここでは，異なった共同体

について観察する。

　（i）同じ系統の共同体



74 旧約聖書のエクフ才ネティッ・ク記号について

　E叉．8にはタェクフォネティッ

ク記号「し」のアクセント1モテ

ィーフが示されている（すべてセ

ファルディム共同体のもの）。49）

　ここでは，エジプト・パレステ

ィナの例をのぞけば，モティーフ

は，下行伽→3（荻）、上行3（挑）

→伽という旋律線をもっていて，

互に類似している。エジプト1パ

レスティナ，シリア（a）の型は。

むしろオリェントのそれ（Ex．9）

に近い。少なくともこの例に関し

ては，同系統（この場合はセファ

ルディム）のものは，・互に似通っ

たモティーフの型をもっていると

いえる。

　（ii）異なった系統の共同体

　やはり，記号「し」について，

オリエント（バビロニア，ブハラ、

ペルシァ），および，アシュケナー

ジムのモティーフをEx．9に示そ

う。

　オリエントの各共同体およびア

セ

フ

ア

ノレ

デ

イ

ム

E夏．850）

シ　　リ　　ア

モ　ロ　ツ　コ

ジブラルタル

イ　タ　リ　ア

フ　フ　ン　ス

アムステルダ
ム

エジプト生

パレスティナ

（亀｛、

㌧レ

シュケナージムのモティーフの型と，前の譜例（Ex．8）のセファルディムのモティーフの型は，

共通の面もあるが，相違している点が多い。

　以上，1同一cant111at1on，2　同一共同体のなかでの異なったcant111at1⑪n，3．同系統

の共同体におけるc舶t111at1on，4　異なった系統の共同体におけるc鋤t111at1onという順序

で，そのおのおのについてエクフォネティック記号とモティーフの関係を調べたわけである。

全体の傾向としては，1→2，3→4の順序で，記号とモティーフの関係は，だんだん分離す

るといえよう。　（実際には，より多くのデータを検討してみないとはっきりした緒果はでそう

にないが，本論文では一応の模索にとどめることにする、）

sokyu
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Ex．951）
皿　緒　　　議

　これまでみてきたように，エク

フォネティック記号は，ことに各

共同体内ではかなり法則化されう

る，といえる。比較譜の観察によ

れば，個々の共同体のあいだで

も，．やはり相互に類似点をもって

いるようである。けれども，純粋

に音楽的な立場からみると，記号

の意味するものは，せいぜいモテ

ィーフの型（アクセント。イント

ネーションの型）の暗示にすぎ

バビロニア

オ

リ

エ　　　　　　　　　　　　ー

∵∴

アシュケナージム
＜ソロモンの歌＞
のためのもの

ず，一定の音楽的要素を逆にみつけテこし，初期シナコーク音楽を推測する手段として，この記

号を役立てることは，ぽとんどのぞめそうにない。

　エクフォネティック記号とモティーフの関係については，拙稿rユタヤ音楽研究　　宗教歌

の旋律型と旋法について　　」（島根大学教育学部紀要，人文1社会科学，第2巻1968）をも

参照ねがうこととして，最後に，E．ウェルナー，イデルゾーンのつぎの諸説を引用するのが

適切だと思われる。

　まずE．ウェルナーは、エクフォネティック記号に関して，rわれわれは，（この記号をとりあ

つかう際）純粋に音楽的問題にかかわっていると仮定するのはあやまりだろう。事実，エクフ

ォネティック1システムでは，音楽的記譜は，ただ副次的に生じたもの，いわば副産物でレか

ない。この記号の主目的は，旧約聖書の文章上よく秩序だてられた修辞学的朗読法の固定化で

あった。こうして，より顕著な音月の抑揚mf1ex1onsが注意深く記された52）」とのべ，この

記号が，音楽的なものより、むしろ文章上の抑揚を意味するものであることを指摘している。

　また，イデルゾーンは，この記号の音楽性に関してもっと否定的で，「アクセ。ント記号53）は，

その近似の音程をもつ小さい型pattemを示すが，しかし，音符notesも正確な音程も示さな

い。54）旋法とそのモティーフ，特性をあらかじめ知っている人に対してのみ，アクセント

記号は役立つ。それらは，どちらかといえば，モティーフを思いださせるものremmderであ

る。種々の旋法と関係なく，21の書55）すべてに同じアクセント記号が置かれているという事

実は身それらが旋律の上行1下行の原始的な合図の記号にすぎないことを証明している。それ

らは、音階，リズム，調性，テンボ，音程など，いずれも示していない。まえもって旋法を知

らない人は。このシステムからなにも識別することはできない」とのべ，さらに，「このこと

は。旧約聖書の旋法がヲアクセント記号が導入されるずっと以前に，離散した共同体のあいだ

で普及していた。という証拠である」と縞んでいる。56）
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注

1）肋‘α刎伽は，肋‘肋（ヘブライ語でa㏄entの意）の複数形。

2）肋‘α㈱物とならんで重要なものに惚g㈱o彦がある。惚g肋o¢はラ物セ吻α（ヘフラィ語でme1ody，

　　modeの意）の複数形。詩篇の表題参照。なおタ本論文では解g肋0広については直接ふれない。

3）〃P．27（i）（セム⑭オリェントの音楽に共通する特徴の1つとしての‘‘ear’’一marks［口伝の補助

　　手段コ），J〃65fポThe　Tα‘α榊伽of　the　Blb1e’，・鵬410ff‘Ecphonet1c　Notat1on　m　Juda1sm

　　and　Chr1st蝸n1ty’などによる。

4）〃P．67；8B　p．411参照。

5）　J〃p．67

6）Tα1物〃：ユダヤ教の経典。ユダヤ教でモーゼの定めたと伝えられる律法に対して，まだ成文化しな

　　い習憤律をラヒ達が集成したもの。前2世紀初めの義人ノモノ§m‘δnha§§add嘩から5世紀のラ

　　ヒナ・ハル・フナRabma　II　bar　Huna（L499n　Chr）にいたるいわゆる律法学者の所説の集録

　　でいわぱ旧約集注書とでもいうべきものである。（タルムートの語義は本来は「教え」　　とくに旧

　　約聖書にもとづいたr教え」を意味する。）タルムードは構成上，〃伽励とG物伽δの2大部分

　　に分かれる。

　　　∵”脇励は。1世紀から3世紀にいたる律法学者群たるタンナイムTα舳δ伽2が伝承し，かつ

　　展開したいわゆる口伝の律法をラヒ1イェフタ。ハナッソR　Ye　h直dh看h　ham樹’（136－217）が

　　結集したもの。

　　　⑱G物伽δは参〃伽肋の注釈書。

　　タルムードには・エルサレム（またはパレスティナ）のそれとバビロニァのそれがあり，広くユダ

　　ヤ民族の杜会生活を物語っている。タルムートは，現代ヘフライ語では，teachmg1eammgの意

　　味がある。一平凡杜1世界歴史事典12p．127£などによる。

7）”五の初版は1929年。したがって，これは。イェメン共同体ユダヤ人のイスラェル移住前に書かれ

　　た記述である。

8）ヘフライ語辞書では，伽必舳’にascendmgの意味はみあたらない。

9）H0”3∬s33－78第2巻はハヒロニァ篇であるが争この項には，B1b1e　readmgのあらゆる共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　．同体の用例が集められている。

10）HOM8∬s44＿45Compara伺ve　tab1e　of　accents　mot1fs　m　the　mtomng　of　the　Penta＿

　　teuch，s52－53Comparat1ve　tab1e（Prophets）参照。

11）ヘブライ語旧約聖書エクフォネティック記号の1つrA」に一致する（半終止を意味する記号）。

12）記号作成年代。イスラェル＝原始パレステイナ孔7世紀p　b．450～600年・；バビロニアa．8～10世

　　紀b・550～800年（aはHB∫s．149，bユはGブoη召Wp．62氏この2つの書の説には，ずれがあ

　　る）・バビロニァとイェメンの最古の写本にみられる記号（HB∫s．149f．）参照。

13）脇30陀畑ユタヤのマノラ学者，マソラ編さん者。One　of　the　Jew1sh　scho1ars　who　contr1buted

　　to　the　formation　of　the皿ωo肌”ωo閉（ん）は争旧約聖書原典の正確さ1を示す基準となるユダヤ

　　の伝説；それにもとづくヘブライ語旧約聖書の批判的注解。

14）このシステムは。儀式や地方によって異なり，ユダヤのカントールによっても、一様には明確化さ

　　れていないし茅また実行されてもいない。（H遍∫s．76）

15）900年ごろの人・論文“D〃〃如加丁’伽伽”がある（〃GG　V∬s．235）。

16）　1ψ（；（；V＝1∫s．234＿235

17）〃臥6＆引用文中のrアクセント記号」とはエクフォネティック記号のこと。

18）第2の体系は鵬p．415にある◎∫Mには内容はのべられていない。

19）予言書をまとめて1とすると享詩篇争蔵言事ヨブ記を除けば，計21となる、

sokyu
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20）〃P56参照。なお、r短い2部分構成の文章」の原文は，・the　short　two－Part　sent㎝ces’

21）　8B　p．411

22）腿一p・411・ヘブライ系は6～9世紀。シリアーアルメニア系は6世紀～。ビザンティン系は8世紀～。

　　なお・ヘブライ系第1アクセントはパレスティナの，第2アクセントはバビロニアの，（マソラ学者

　　による）アクセント1システムをそれぞれ意味しているらしい。

23）　J㎜p．69

24）　Gブoηθ∫γp．625

25）E　Wemer　H伽伽o加M㈹尾（D眺〃鮒尾伽ブ尾，Ko1n，1961）s13

26）　8B　p．415

27）E　Wemer脇舳αZん妙姑φ之ん6D6〃8伽86ro〃∫（珊θ”45καZ9伽物吻吻ムXL”
　　！〉；α1．1957Jan。，22f丘）

28）Co肋α肋〃（κoひτ伽ω）　A　name　g1ven　to　the　vo1ume　contammg　the11turg1es　of　SむBas11

　　St　Chrysostom，and．of　the　P鵬sanct1f1ed，m　d1st1nct1on　from　the1arger　serv1ce－book，

　　the丑κゐologづo狐（0．且1）．∬p．891）

29）8B　P．415に例がある。

30）エクフォネティック記号一覧表には，他につぎのものがある、

　　1・鵬p・415時代別（8～9世紀，11～12世紀）に，ギリシァの写本の記号と名称，ラテン語の名

　　　称と比較しながら，ヘブライの記号を列挙している。

　　2．Gブoηθ∫γp．625

　　3・E・Wemer．H伽挑o1κ脇5批（Dα∫脇3批舳紬，K61n，1961）．s．13

31）表中の‘肋oグ，‘o伽o〃o｛’，伽α伽α肋’について。肋o｛（ギリシァ語）＝ブ㈱（ヘブライ語）＝tona1

　　va1ue；o伽o〃o｛（ギリシァ語）＝3加尻伽（ヘブライ語）二time　va1ue；抑刎伽切（ギリシァ語）＝

　　g0伽（ヘフライ語）＝dynam1c　va1ue
32）この項ぽ，8B　pP．410－431によりまとめた（とくに417f丘）。

33）ハレルヤの詩句を一もった詩篇：Nos．104～105（c），106（o，c），111～112（o），113（o，c），115～

　　117（c），135（o，c），146～150（o，c）（o：opemng　Ha11e1ujah，c＝c1osmg　Ha11e1ujah）

34）Ps146はopenmg　Ha11e1uJahだが，通例の1略鮒ηθんのかわりにμ彫ブrμ」がつけられてい

　　る。「一i」は声の持続する上昇旋律であり　（Ibn　B置1‘aam），他のハレルヤと異なる。なお，Ps．146

　　以外のopemng［m1t1a1コHa11e1ujahは全部Z略ぴ㈱1zである、

35）例◎

…冴榊響や離峨蜘此㎜榊舳肋・
　　　　　　瞥わ加細遡　M・・舳・肋・止蝋・

36）拙稿，東京芸術大学音楽学部楽理科卒業論文「ユタヤ音楽における古代的諸要素について　　主と

　　して宗教歌による実証的研究の試み一」第3章第1節「応答形式」参照。

37）　31B　p．418

38）鵬p．419より引用。aは，リトァニァのユダヤ人共同体＝アシュヶナージムのもの。bは，肥

　　の譜例では明言己してないが虫説明からアシュヶナージムのものらしい（3B　p．419参照）。

39）r表題はcant111at1onでは用いられなかったようである」（鵬p420）詩篇の表題が，うたわれた

　　か，あるいは，たんに説明的なもので。うたわれなかったかは間題だが，A．Gastou6は、rイスラ

　　エルの礼拝では，この表題はうたわれ，詩篇への前奏として役立った。（詩篇の表題は，音楽的指示

　　としては、ときに享あまりに奇妙なものがある。）」とのべ，E．Wemerの意見と矛盾している、
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「先唱者1人によってうたわれた表題のメロディーは、あるときは，コーラスによって詩篇の種々

の節の上でくりかえされ，またあるときは，最後の節の上でのみくりかえされる。（他の節は、多か

れ少なかれ室単純にまたは装飾され，表題あるいは最初の旋法でうたわれる。）これは争交唱のわく

にはめられたキリスト教の詩篇の音楽的性格に，完全に類似している。表題にときどき示されてい

る古代の旋法を茅現行の伝統的な歌が保っているかどうかは争わからない。」（んGastou6，C加肋

〃ゲ功C1〃肋Gブ6go〃碗＞R召舳θ∂〃Cん〃砿Gブ6goわ伽Woム35，ムわ4Paris1930／1）

　　　ウルガタ聖書㊥詩篇80の表題（A．ガストゥエタ同書114頁より）

　　　　　　Lamna－　tse－　　ah　　，a1　　　haggh1tt1t　　　　　1e－　A－　saph

40）鵬p420より引用。ただし皇Hebrew　Pub11shmg　Company（N　Y）のヘフライ語旧約聖書で

　　は、エクフォネティック記号がこれとは少し異なってつけられているので付記する◎

　　　　　　　　　　　（

⑱噌卵砂㌍騨ら鴨胴轡亭M・！・

轡噌締噺噺即鴫留W（表1省1）
41）第3節に2度でる語［y6hgv孕’コは［aΦnaj］と発音される。旧約聖書朗読［唱コでは、「エホヴァ」

　　という神の名を直接声に出すことを避けるため、rエホヴァ」はrアドナイ」＝Lord，Godでおきか

　　えられる。

42）HσM8∬s．48

43）名称，意味のほとんどはJM　p．70の表に従った。本稿の表3参照。

　　表中の語1記号について。ηクoんαはGザoηθ〃p625による。Aは，Ide1sohnにもE　Wemer

　　（Gm閉1ηにもないが，〈（扮伽〃肋α＞Ide1sohn；λ肋αoん＞Groη〃ηに相当するものであ

　　る。このことは，Disjunctive，Time　va1ueの点から明らかである（Ex．6参照）。第10番目の記号

　　⊃は鵬p415の表にあるが，それはJob，Prov，Psa1msのための表であり，ここにあてはめで

　　よいかどうか疑間。第15番目の記号は，旧約聖書ではr奪」　（意味：Square），楽譜ではr・」にな

　　っている。

44）＝Rester，D1sjunctlve，T1me　va1ue．

45）：Cessat1on，D1sjunct1ve，Tona1va1ue

46）この曲は，HOM8∬の‘Intonat1ons　of　the　Prophets’のなかに入っており，JM　p50の‘The

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　－　　l　　　　　　　　　l　　l　　　　　　　　　　1　　l　　　　　　　　　　　　l
　　Mode　of　the　Prophets’の標準的音階∂一ト！一9＋α一ん一ト∂、6」挑一！」9＋9」α％一ろしo

　　に一致する。

47）HOM8∬s37　いずれも，Pentateuchのイント不一ソヨノ法式に属する曲。

48）譜例中の記号×は％音錯を示す。以下の譜例でも同様。

49）Comparat1Ye　tab1e　of　accents　mot1fs　m　the　mtonmg　of　the　Pentateuch（H0．M8皿s44＿

　　45；JM　pP．44－46）より引用。本稿r参考資料＝E夏．10」参照、

50）譜例中の記号／は払音：レを示す。以下の譜例でも同様。

51）引用した資料は，Ex．8・に同じ。

52）腿pP．410－411（傍点筆者）

53）accents＝ecphonetlc　notat1on（以下，引用文中，rアクセノト記号」はつねにrエクフォ不ティッ

　　ク記号」と同意）

54）一般に撃クレコリ才聖歌の不ウマ記譜法は宰1ケイロノミー的記譜法che虻onom1c　notat1on（また
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　　は朗唱的記譜法orator1ca1notat1on）、2．音程的記譜法d1astemat1c　notat1onに分類される。旧

　　約聖書のエクフすネティック記号は身前者すなわちケイロノミー記譜法の系列に属する◎（三上文子

　　：「グレゴリオ聖歌の記譜法」＞フィルハーモニー1L1968；三上文子：「東方教会聖歌の記譜法」＞

　　フィルハーモニー7・8．1970参照）

55）本稿P65参照。

56）JM　p．69（傍点筆者）

57）J班pP．44－46；H0〃8∬s．44－4511はアシ三ケナージムの朗唱変種で，ドイツのユダヤ人に

　　よってすでに1518年以前に伝統的なものと考えられた。12はJOhann　Reuch1mの『ヘフライ文典』

　　（1518）による、13はアシュケナージムによる＜ソロモンの歌＞のためのもの。工～10および13の

　　様式は互に類似している。（譜中に書き込まれている語はエクフォネティック記号の名称）

注で親いた略号

HB1’

H0〃8∬
Gダoηθ∫γ

J〃

一MGG　W1’

3B

A　Z　Ide1sohn　1）ぴ〃挑6加丁θ妙姥舳〃g，P　Wagner　DκGブ略07伽舳加

Gωακg（H6〃み2κん6κ〃鮒泌g鮒1眈ん姥，E榊柘r　TαZ，Ber1m1930）

AZIde1sohn毘あ榊鮒ん＿oブκ肋αZ鮎6加グMθZo励θ郷o加施，Bα〃11乙Le1p刎g1922

E．Wemer。山舳ん皿鮒κ（Gmηθ’5D肋o〃αびφ〃舳，γo1∫γF批ん8∂，London

1954）

A　Z　Ide1sohn　Jとω姑ん〃螂κ伽抵Hωヱo閉αZ　DωθZoク刎θ棚，New　York　1929

H．Avenary．J犯肋50加〃鮒泌　；E．Gerson－Kiwi．3拡肋κ加γo服∫刎蜘泌；Gerd　Benja－

mユn　Pmthus：E　Gerson＿K1w1．1）ω〃螂批肋肋zηム閉θ1（〃㈹尾舳G83肋o加θ鰍∂

Gθg肋ωαれγ∬）

E　Wemer　T加8鮒θ∂B〃gθLondon－New　York1959

sokyu




